
 

 

 

 

 

 

３回目の避難訓練を行いました 

１月３１日（火）に，火災を想定した避難訓練を行い

ました。これまで地震や津波を想定した避難訓練、不審

者の侵入を想定した避難訓練を実施してきました。今回

は３回目の訓練となります。 

子どもたちは，これまでの経験を生かし、避難すると

きの心得「お・は・し・も」をしっかりと守りながら避

難できました。また、日常の放送をしっかりと聞くこと

が命を守ることにつながるということも学びました。 

ご家庭では、出火しないように気を付けること、また

火災発生時にはどのような対応を行うべきなのかということを一度確認してみてください。 

 

いのちをいただく 

 １月２３日(月)から１週間、給食感謝週間の取組が行われました。給食のあゆみや給食ができるまでの紹

介、給食クイズ、調理員さんや校長先生のインタビュー、給食ランキング、感謝状渡し等、食に興味を持っ

てもらえるように工夫を凝らして行いました。普段食べている給食を作ってくださっている方々を知ること

で、給食を身近に感じることができたのではないでしょうか。これからも残さず食べてほしいと思います。 

  さて、左の絵本は、熊本市の食肉加工センターで働く坂本義喜氏の実話をも

とに描かれたものです。女の子が、家族同然に育てた牛の『みいちゃん』を、

家庭の事情で食肉として売らなくてはならなくなります。女の子は泣きながら

「ごめんね、ごめんね」と話しかけています。食肉加工センターの坂本さんが

そんな牛を見て、こんな仕事はやめたいと自問自答するお話です。「いただき

ます」と「ごちそうさま」の本当の言葉の意味を伝えてくれます。 

食べ物が満ち溢れる時代に、食べ物の有り難みを伝えるのは難しいもので

す。大量廃棄される時代だからこそ、食べ物を粗末にしてはいけないと伝えな

ければなりません。そんな時代に、食べ物の有り難みを伝えるのは「いのち」

なのだと感じます。そして、食べるということは生きることなのだと、この物

語は教えてくれています。 

 

ものを大切にする子どもへ 

 右の写真は、１月以降、落とし物として届けられたものの一部

です。子どもたちは活動的ですので、上着を脱いだり手袋をはず

したりして遊んでいます。置き忘れたり、落としたりすることも

あるでしょう。そんな時助けになるのが「記名」です。名前さえ

あれば、自分のもとへ戻ってくる可能性が格段に上がります。ち

ょっとしたことですが、記名をする習慣をつけておくことが、物

を大切にする子どもへつながるのです。 

２月１６日（木）の学習参観時、昇降口付近に落とし物を並べ

ておきます。お子さまのものがないか、一度ご確認ください。 

 

東っ子通信 
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【静かに安全に避難することができました】 

２００９年 西日本新聞社 刊行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の行事予定（現時点での予定ですので，変更の可能性があります） 

１ 水 町内一斉あいさつ運動 15 水  

２ 木  16 木 学習参観  

３ 金 委員会活動 17 金  

４ 土  18 土  

５ 日  19 日  

６ 月 校納金引落日 水谷 SC面談日 キレイキレイ週間(～10日) 20 月 水谷 SC面談日 ドッジボール集会５年 

７ 火 水谷 SC面談日 入学説明会 読書週間(∼13日) 21 火 ドッジボール集会４年 

８ 水  22 水 なかよしありがとうの会 ドッジボール集会２年 

９ 木  23 木 天皇誕生日 

10 金  24 金 いじめゼロサミット 

11 土 建国記念の日 25 土  

12 日  26 日  

13 月  27 月 子ども救命士４年 ドッジボール集会３年 

14 火  28 火 ドッジボール集会６年 

※ SC：スクールカウンセラー 

 

 

 

 

 

 

※ 現時点での予定ですので，感染状況等により 

変更する可能性があります。ご了承ください。 

【３月の主な行事予定】 

３月 ３日（金）お別れ集会（テレビ放送） 

３月１５日（水）大掃除  

３月１６日（木）６年修了式 卒業式準備 

給食最終日（１～５年） 

３月１７日（金）卒業証書授与式（６年） 

３月２４日（金）修了式（１～５年） 

【４月の主な行事予定】 

４月 ７日（金）令和５年度１学期始業式 

４月１３日（木）入学式 

４月１８日（火）全国学力・学習状況調査(６年) 

 

【 お知らせ 】 

■ コロナ禍の中，不安を抱える子もいるかと思います。「子どもホットライン24」０９２－６４１

－９９９９などの相談窓口もございますので，ご活用ください。 

 

インターネットの長時間利用に気を付けましょう 

 自分専用のスマートフォンを持つ子どもたちが増え，インターネット利用が子どもたちにとって日

常的なものになった一方で，その利用時間の長さが大きな問題となっています。内閣府が行った「令

和３年度青少年のインターネット利用環境実態調査」によると，小学生の 90.5％がインターネットを

利用しており，平日１日あたりの利用時間は 146.4分という結果が明らかになりました。 

 インターネットを長時間利用していると，生活に必要な時間にしわ寄せがきて，子どもたちの生活

のリズムが乱れてしまいます。特に注意しなくてはいけないのが，睡眠時間が削られることです。イ

ンターネット利用を止めてくれる人が周りにいない夜間に，動画を見たり，友達と無料通信アプリで

やり取りをしたりしているうちに，ついつい寝るのが遅くなってしまう……そんな子どもたちもいる

ようです。睡眠時間が短くなると，子どもたちの成長や健康に悪影響が出ます。またインターネット

の長時間利用が日常的なものになってしまうと，他のことをしていてもインターネットのことが気に

なって，勉強に集中できなくなったり，家族との会話が減ったりすることもあります。 

 子どもたちのインターネットの長時間利用を防ぐためには，各ご家庭でインターネット利用に関す

るルールを作る必要があります。以下のルールの例を参考にして，各ご家庭で子どもたちと話し合っ

てルールを作りましょう。 

 【例】・１日の利用時間は，○○時間までにする  ・夜○○時以降は，自室に持ち込まない 

    ・勉強中や食事中，誰かと会話している時は，インターネット機器をさわらない など 

【参考資料：『情報モラル啓発資料「インターネットの長時間利用について」（熊本県教育情報システム）』より】 


